
♦ 北見工業大学　北見工業大学環境保全学生委員会（KITeco）
♦ 芝浦工業大学　石垣島をもっと元気にするプロジェクト
♦ 芝浦工業大学　SDGs 学生委員会－綾いと－
♦ 国際基督教大学 ICU　SUSTENA
♦ 公立鳥取環境大学　学生EMS委員会
♦ 長崎大学　ながさき海援隊

全国大学生環境活動団体SDGsミーティングを開催しました。

●参加団体

●ミーティング内容

2022年8月 全国大学生環境活動団体SDGsミーティング 2022年11月 全国大学生環境活動団体SDGsミーティング

全国の大学で、たくさんのサークルや団体が環境活動を実践しています。
全国ユース環境ネットワークでは、全国大学生環境活動コンテスト実行委員会の協力をいただき、2022年
度に 2回、「全国大学生環境活動団体 SDGsミーティング」を実施しました。
このミーティングは、全国の大学生の環境活動団体を対象に、①大学生同士による交流実施 ②環境団体の
課題を共有 ③今後実施したい活動の意見交換　などをテーマに実施しています。

〈ワークショップⅠ〉 ～持続可能な社会と何か～
〈ワークショップⅡ〉 ～全国の大学生環境活動団体が連携することでできる活動は？～

●ミーティング内容
〈1〉情報共有 ～SDGsの目標を再確認 ～　〈2〉交流ミーティング

エココンの紹介　～全国大学生環境活動コンテスト（エココン）とは～ 
大学生の環境活動の活性化を通した持続可能な社会の実現を目指し、学生ネットワークの形成、座談会（交流会）の実施、
年に１度の全国大学生環境活動コンテスト（通称：ecocon）を行っています。ecoconは2003年より毎年開催しており、
第18 回までにのべ 700 団体以上、総勢 1万人以上が参加するなど、学生の環境活動の中での役割を確立しています。

エココンの連絡先
全国大学生環境活動コンテスト（エココン）実行委員会 　tel: 03-5402-5355　
mail: support@ecocon.info （株式会社ダイナックス都市環境研究所内）

♦ 新型コロナウイルス感染症が流行してからは、罹患を恐れ、感染症
を自分事と意識し、マスクの着用が習慣した。同じように、環境
問題やSDGsも自分事になれば、それが習慣化し、持続可能性へ
とつながる。

♦ SDGsは2030年の目標ではあるが、大切なのはその過程で
ある。SDGsの考え方が習慣化されれば、それが成果となる。
取り組むことへのメリットが必要で、個人だけでなく、企業としても
環境問題を自分事として捉えることが重要だと思う。

♦ 日常生活でのエコバックの活用など、一人ひとりの環境に配慮
した行動が当たり前になることが持続可能につながると思う。
また、自然を愛する思いを持つことも大切だと思う。

♦ 一人ひとりが持続可能な社会について考えることが大切だと
思う。自覚することで、持続可能な考えが根付いていく。

♦ 今ではリサイクルされるようになったペットボトル。そういった
ことを、一人ひとりが自覚し、根付かせていくことが、大学生の
環境活動団体の役割であると感じた。

♦ 意見交換を経て、今後の活動は他大学との連携や、自分たち
の活動分野に関係する地元企業との連携をしていくという選
択肢が見つかった。

♦ SDGｓという言葉は近年たくさん耳にするが、開発と環境保護
が乱立している。

♦ 「環境アセスメント」をしっかりすることで、開発による環境への
影響を調査することが重要だと思った。

♦ 環境問題と一口に言っても問題は多岐にわたっているので、
「Think globally, Act locally」の考え方は重要だと考えた。
広い視点を持ちつつ、できることから行動していきたい。

♦ 無関心層にアプローチするのは困難だが、「環境活動に関心は
あるけれど、何をしたらよいかわからない」という層にターゲッ
トを絞り活動を実施したいと感じた。時間やパワーがある学生
団体が様々な団体とつながり、お互いの足りない部分を補い
合えればよいと感じた。

♦ 普段は同じ生活圏内の大学や社会人としか関わる機会がない
が、今回のSDGｓミーティングで北海道、関西、九州の環境活
動を行う大学生と意見交換ができたことがとても良かった。他
のメンバーにも、今日の学んだことをシェアしていきたい。ま
た、同じテーマを持つ他大学と交流する機会はあまりないの
で、今後はもっと積極的にこういった場を作っていきたい。

♦「環境」という言葉は親しみがもてず、とっつきにくい印象がある。
そこで、親しみを持ちやすい活動として、全国の環境活動団体で
同じ日時に一斉ごみ拾いをしてはどうか。「環境×楽しさ」を
モットーに、学生や企業、地域住民等を巻き込んで、楽しみなが
らごみ拾いができるといい。

♦ 北から南へ実際に「バトン」を渡しながら、リレー形式で清掃活動
を実施してはどうか。

♦ 各大学でペットボトルのラベルを集めてアート作品を作るという
意見が出た。大学生がどれ程のペットボトルを使用しているか、
関心を集めて認識してもらう機会になる。

♦ 各団体の活動をSDGsのゴールに当てはめてはどうかという
意見も出た。可視化して一覧で大学生の環境活動団体をまとめ
られると面白いと思う。

日程 2022年8月6日（土）14：00～16：00
会場 東京都新宿区 会議室
主催 独立行政法人環境再生保全機構全国ユース環境ネットワーク事務局
共催 全国大学生環境活動コンテスト実行委員会

日程 2022年11月19日（土）14：00～16：00
会場 オンライン開催
主催 独立行政法人環境再生保全機構　全国ユース環境ネットワーク
共催 全国大学生環境活動コンテスト実行委員会事務局

（抜粋）参加大学生の意見

参加大学生の意見

オンライン&リアル開催

大学生の環境活動・SDGs活動

14全国ユース環境活動 事例集 2022

 キタサンショウウオ研究会（東京農業大学　北海道オホーツクキャンパス）
東京農業大学北海道オホーツクキャンパスの有志を中心に結成され、来年正式に団体設立予定。
釧路湿原に生息している天然記念物「キタサンショウウオ」の生態保護、保全、PR活動、新たな生息地の調査を行っている。

 学生団体FeeLink（近畿大学農学部）
「人と環境の架け橋」になることをキーワードに、大学・NPO法人・企業と連携しながら活動をしている。
｢環境教育｣、｢教材園｣、｢ビオトープコーディネート(BCP)｣の3つのプロジェクトに分かれ、様々な視点から環境活動に取り
組んでいる。環境教育・保全活動を通して、小学生やその両親向けに環境問題の啓発に尽力している。

 エコFIT（福岡工業大学）
福岡工業大学の社会環境学部の教育理念に基づいて運営する学生組織。
ペットボトルのキャップ回収活動を通したポリオワクチンの寄付活動や、音楽フェスでのごみ回収ボランティアへの参加、
環境フェスティバル福岡でのワークショップ開催への参加など、様々な環境啓発活動へ取り組んでいる。

参加団体紹介


